
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

◆会  場：安芸高田市歴史民俗博物館 多目的室(安芸高田市吉田町吉田 278-1) 
アクセス：〔バス〕広島バスセンターより約 90分、JR可部駅より約 50分/安芸高田市役所前下車徒歩 5分 

◆時  間：午後 1時 30分～午後 3時 30分頃（開場は午後 1時） 

◆受 講 料：５００円（当館入館料込、中学生以下無料） 

◆定  員：６０名（要予約、先着順） 

◆申  込：8/17(月)９時より受付、当館 WEBサイト｢お問い合わせ」・当館窓口・電話    

①氏名 ②電話番号 ③住所をご連絡下さい。（同居家族については複数申込可） 

※キャンセル待ち対応のため、欠席の場合は必ず当館へご連絡ください 
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歴史講演会 

演 題 

2026年度安芸高田市歴史民俗博物館第 3回公開講座 

(日) 

２０２６ 

【主催・申込先】 安芸高田市歴史民俗博物館 
〒731-0501 広島県安芸高田市吉田町吉田 278-1 ℡ 0826-42-0070（9時～17時、火曜休館） 

安芸高田市吉田町の出身で、江戸時代後期を代表する眼科

医・土生玄碩(1762～1842)は、広島藩医から江戸へ出て将

軍を診療する奥医師、さらに医師の幕府最高位である法眼に

まで昇りつめました。後世、舞台や映画にもなった「男の花道」

の主人公でもあります。 

本講座では、西洋医学の研究による開瞳術の考案、シーボルト

事件への関与で投獄され財産没収されるなど、波乱万丈の生

涯をたどります。 

講 師 
 

日本眼科学会会員、眼科専門医 

『実証眼科の祖 土生玄碩』著者 

児玉 良雄 氏 

実証眼科の祖 

 土
は

生
ぶ

玄
げ ん

碩
せ き

の生涯 
 

1820 年毛利元就

墓所に灯篭寄進 

生家跡 

土生玄碩記念碑

(東京築地本願寺) 

 


